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研究成果の概要（和文）：　地域在住高齢者の生活・就労におけるプレフレイル改善促進因子の解明を目的に
2020年から取り組みをしたが、コロナ禍となり実測調査が出来ない状態が続いた。そのため、郵送法を取り入れ
て地域在住高齢者のロコモティブシンドロームスコアの調査を継続実施した。結果として、コロナ禍となり実測
調査ができない時期があり、緊急事態宣言下に抑うつを有していた者はロコモティブシンドロームスコアが有意
に上昇していることを明らかにした。

研究成果の概要（英文）：Efforts began in 2020 to identify factors promoting pre-frail improvement in
 the lives and employment of elderly people living in the community, but the coronary disaster 
prevented a survey of actual measurements. Therefore, a survey of locomotive syndrome scores of the 
elderly living in the community was continued by adopting the postal method. The results showed that
 the locomotive syndrome score was significantly increased in those who had depression during the 
period when the coronary disaster occurred and the actual survey was not available, and under the 
emergency declaration.

研究分野： 公衆衛生
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  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
　プレフレイルに対する生活や就労の影響や要因分析はコロナ禍のため、十分に分析が出来なかった点は今後の
課題であった。ただし、コロナ禍の調査から平時に精神的な抑うつ傾向がある高齢者は、そうで無い高齢者と比
較して、コロナ禍でロコモティブシンドロームスコアが有意に悪化していた。そのため、メンタルヘルスが低下
しないように日ごろから取り組むことが、有事のロコモティブシンドローム悪化を防ぐ可能性を示すデータであ
り、大きな意義がある成果だと考える。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
 
 
１．研究開始当初の背景 
 フレイルは、2001 年に Fried らが提唱した定義であり、該当する者は身体機能障害や要介護
状態に移行しやすく、将来的な能力障害リスクも高くなる。また、1～2 項目が該当するプレフ
レイルの者も転倒、要介護状態への移行、死亡のリスクは高いことが報告されている。そのため、
フレイルおよびプレフレイルに陥らないための効果的な介入方法の構築が望まれている。また、
専門職が中心に行って特定高齢者を抽出した事業では、参加率が低いこと、費用対効果が芳しく
ないことから、現在では総合事業への移行が行われ「自助」「互助」による健康づくりで成果を
出せることが渇望されている。そのため、対象者本人が生活習慣や就労の中でプレフレイル状態
から改善させること出来るようにすることが重要である。加えて、就労高齢者数が増加している
ため、就労環境や生活習慣の中で潜在的なプレフレイルリスク要因を検討することが必要であ
ると考えた。しかしながら、新型コロナウィルス感染症の拡大により緊急事態宣言が発出され、
実測の調査が行えない状況となった。そこで、2019 年までに我々の横断調査に参加していた地
域在住高齢者へ郵送による現況調査を行い、運動機能低下のサロゲートとしてロコモ―ティブ
シンドロームスコアを分析することとした。 
 
２．研究の目的 
本研究の目的はコロナ禍前に実施したヘルスチェック参加者を対象に緊急事態宣言解除後に

郵送法を用いてロコモティブシンドローム、抑うつについての変化および外出自粛状況を調査
することとした。 
 
３．研究の方法 
1．対象 
 対象は本学と自治体の包括連携協定に基づく、プロジェクトとして実施された健診事業に参
加した地域在住高齢者 504 名とした。この 504 名は、2018 年 8 月から 9 月に 6 日間実施した第
1 回健診事業参加者 283 名、2019 年 8 月から 9 月に 6 日間実施した第 2 回健診事業参加者 329
名の計 612 名のうち、第 1 回、第 2 回ともに参加していた 108 名を除いた実人数の参加者であ
る。この 2回の調査時点を本研究の事前ヘルスチェック時点（以下：事前）とした。なお、2回
参加した者は直近である 2019 年の健診データを用いて事前データとして取り扱った。対象者に
は、本研究の趣旨と目的について書面を用いて説明を行い、同意を得て実施した。なお、本研究
は大阪河﨑リハビリテーション大学研究倫理審査委員会の承認（承認番号：OKRU20-A013）を受
けて実施した。 
 
2．方法 
調査は記名自記式調査票を往復郵送法にて実施した。郵送時期は緊急事態宣言が解除されて

から概ね 2 ヵ月後の 2020 年 7 月、2021 年 3 月に一斉送付を行い返信到着分を分析の対象とし
た。調査項目は、ロコモティブシンドロームを質問票であるロコモ 2510)で調査し、抑うつの程
度は老年期うつ病評価尺度（Geriatric depression scale 15：以下 GDS15）11)を用いて評価し
た。その他、緊急事態宣言中の外出自粛状況は、4件法で①控えていた、②まあまあ控えていた、
③あまり控えていなかった、④控えていなかったとして、現在の体調の状態も 4件法で①良い、
②まあ良い、③普通、④あまり良くないと項目立てを行い調査した。なお、調査票の欠損値は多
重代入法により補完してデータ入力を行った。 
ロコモ 2510)は運動器機能不全をチェックする検診ツールであり、痛み、屋内動作、身辺動作、
活動参加、不安などに関する 25 項目の質問で構成され、25 項目の質問に対して 0点から 4点の
5段階で評価され、総得点は障害なし 0点から最重度は 100 点で、将来要介護になるリスクを判
定するものである。GDS15 は 15 項目の質問調査からなり、総得点は 0点から 15 点で、点数が大
きいほど抑うつやうつのリスクが高いとされる。 
統計学的検討として、事前調査のロコモ 25 合計得点、GDS15 合計得点と今回の郵送にて回答

（以下：1回目、2回目）したロコモ合計 25 得点、GDS15 合計得点をウィルコクソン符号順位検
定にて比較検討した。事前・事後調査で有意差を認めた項目については、さらに構成している下
位項目の事前・事後調査で比較を行い、各項目における変化量を事後中央値から事前中央値を減
じて算出した。なお、統計学的有意水準は 5%未満とした。 
 
４．研究成果 
504 名の参加者のうち、194 名が質問票を返送した（回答率 38.5％）。このうち、GDS スコアが

10 点以上であった 7 人を除いた 187 人を分析対象とした。表 1 は、年齢、性別、ベースライン
時の身体機能などの参加者の特徴を示している。DS 群は 49 人（26.2％）、非 DS 群は 138 人
（73.8％）であった。また、ベースライン時の健常群とうつ病群の 2 群間比較では、服薬数と
GDS15 得点にのみ有意差がみられた。 
表 1 



 
 
表 2 は、本研究の主要調査項目である GLFS25 の総得点の経時的変化に関する二元配置分散分

析の結果である。ベースライン時には両群間に有意差は認められなかったが、2回目の調査では
非抑うつ群が 10.0±8.5 点であったのに対し、抑うつ群は 13.7±10.5 点であった。3 回目の調
査では、非抑うつ群は 10.8±10.5 点であったのに対し、抑うつ群は 14.9±10.1 点であった。両
群とも時間の主効果が観察された。各時点における両群間の差については、抑うつ群の GLFS25
点は、2回目と 3回目の調査で有意に悪化した。 
 

表 2 

 
以上の結果から、緊急事態宣言下において、抑うつの状況に関わらず地域在住高齢者では

GLFS25 スコアが平時と比較すると有意に上昇することが明らかになった。加えて、平時の抑う
つ傾向が強い高齢者でスコアの上昇がさらに大きいことが示唆された。平常時から抑うつ状態
を評価し、充実した社会的支援を提供することで、社会的な混乱が大きい状況における GLFS25
スコアや運動機能障害の悪化を効果的に抑制できる可能性がある。 
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第23回日本骨粗鬆症学会,兵庫県,2021.10.8-10.（招待講演）
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運動器から考える健康寿命の延伸.臨床でフレイル・サルコペニアから改善させる予防戦略について.

運動器から考える健康寿命の延伸.臨床でフレイル・サルコペニアから改善させる予防戦略について.

新型コロナウイルス感染症の脅威下におけるOLSのあり方「ICTを活用した1次予防の実践と調査データからみるウィズコロナ時代のOLS戦
略」

社会に実装される予防理学療法の取り組み
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第6回日本精神心理理学療法学会

World Physiotherapy Congress 2021 online（国際学会）
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Masakazu Imaoka, Hidetoshi Nakao, Misa Nakamura, Fumie Tazaki, Mitsumasa Hida Tomoko Omizu, Ryota Imai,Takeda Masatoshi
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Asian Confederation for Physical Therapy Congress 2020. Online（国際学会）
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抑うつ傾向とフレイル、ロコモおよびサルコペニアとの関連について

ASSOCIATIONS BETWEEN DEPRESSIVE SYMPTOMS AND GERIATRIC SYNDROME IN COMMUNITY-DWELLING OLDER ADULTS

Factors Related to Improvement of Pre-frail Older Adults Participating in Exercise Classes

コロナ禍における地域在住高齢者の就労と運動・認知機能の関連について

日本予防理学療法学会第7回サテライト集会
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第64回日本老年医学会学術集会

第56回日本作業療法士学会
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第24回日本骨粗鬆症学会
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井上貴雄　大類淳矢　田崎史江　今井亮太　今岡真和
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地域居住高齢者の疼痛関連要因が作業参加に与える影響

コロナ禍前の抑うつ状態はロコモ25スコアに影響を与える

地域在住高齢者のコロナ禍における運動機能変化についての縦断的検討

COVID-19 影響下に園芸活動を行った地域在住高齢者のロコモティブシンドロームと抑うつの調査
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